
き
た

か
た
　
た
　
な
か

滋
賀
・
北
方
田
中
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
坂
田
郡
山
東
町
北
方

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
）
九
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
滋
賀
県
教
育
委
員
会

・
動
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
兼
康
保
明

・
奈
良
俊
哉

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
初
頭
ｉ
鎌
倉
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

北
方
田
中
遺
跡
は
、
伊
吹
山
の
南
に
広
が
る
小
さ
な
平
地
と
丘
陵
よ
り
な
る

山
東
町
の
西
側
の
部
分
で
、
長
浜
市
と
の
町
境
に
な
る
横
山
連
山
の
ほ
ぼ
中
央

の
東
側
に
位
置
し
て
い
る
。　
一

九
八
四
年
に
当
地
域
で
県
営
ほ

場
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
同
年
九
月
よ
り
試
掘

調
査
を
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、

遺
構
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
た

め
に
、
引
き
続
き
発
掘
調
査
を

実
施
し
た
。

こ
の
付
近
に
は
、
前
方
後
円

墳
で
知
ら
れ
る
瓢
箪
山
古
墳
や
円
墳
で
横
穴
式
石
室
の
一
部
が
露
出
し
て
い
る

塚
本
古
墳
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
分
布
調
査
の
結
果
、
南
北
に
走
る
県
道
を
換

ん
だ
東
側
に
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
遺
物
散
布

地
が
あ
り
、
さ
ら
に
北
へ
約

一
ｋｍ
程
の
と
こ
ろ
で
も
、
当
遺
跡
と
同
じ
時
期
と

考
え
ら
れ
る
遺
物
包
含
層
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
の
結
果
、
平
安
時
代
初
頭
ｉ
鎌
倉
時
代
ま
で
の
掘
立
柱
建
物
が

数
十
棟

。
南
北
方
向
の
溝

一
条

。
四
脚
門
跡

。
井
戸
三
基

・
道
路
状
遺
構

一
条

な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
遺
構
の
中
で
、
木
簡
は
遺
跡
の
北
に
あ
る
鎌

倉
時
代

（
〓
二
世
紀
）
の
井
戸
の
中
よ
り
出
上
し
た
。

３
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①

　

「
水
水
水
水
水
水

水
水
水
水
水
水
　
急

々
如
律
令
　
　
　
　
　
（中Ｊ

益
マ
∞
ｏ毬

水
水
水
水
水
水

三
行
各
行
六
文
字
、
計

一
八
文
字
の

「
水
」
の
字
と
、

「急
々
如
律
令
」
の

文
と
を
組
み
合
せ
て
い
る
こ
と
や
、
井
戸
の
最
下
層
か
ら
出
上
し
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
井
戸
の
水
が
す
ば
や
く
満
つ
る
よ
う
に
と
祈
願
す
る
意
味
を
も
つ
呪
符

木
簡
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（奈
良
俊
哉
）

(長浜)




